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出与式 = 7 + 2

烏
(2 ) 与 式 = 4x + 5 tx - 7

= 500 - 2
mm

(3) 5 式=
8x ㎡× 6x
3x

= y

=

m

16Y

(4) 3 x - 2a = 8 + 5 x に x = - δ を代入 して

3 × ( - 8 ) -2a = 8 + 5 × (- 8 )

⇒ - 24 - 2a = 8 - 40

⇒ - 2 a = 8 - 40 +24
= - 8

i
. a = 4
mmm

( 5) 与 式 = (x )(4 x - 81
～

( 6) 与式 = 22* 3+ 2 枚× 23一 B昨一今人河
= 4 + 46- √ 6- 6
= - 2 + 36
～

(7) 解 の 公式 より

x =
-はNR - 4 × 3 x 5)

= 一感2 ×3



18) Y は x に 反比例 するから 、とおくと 、
x = - 6

, Y = 1 を 代入 して

1
aで”

”

品
。

① を② に 代入して
2 x t 2 = - x + 6

⇒ 3x = 4

i . x =④
x= を ① に代入 して

y = 2 × ⑤+ 2
= ⑤ + ⑤
浩

∴ 104 .,
10) 最 も 度数が 大 きいのは 、

8

個 で 、 その 階級は
60 g ~ 61 g よって 、最頻値 は

= 60 .
5gmm



( い )

OADC は =等辺角形より
⑦= 350

司⑨ OADC の 外角について 、
ィ 外角 の 定理
～

より
11
⑨ (

"

)やな

⑨ = 35 ~+ 35
”

= 700

OBDA は 二等辺三角形 より
⑰ = 70

~

OBDA の 内角 の和 は 180 より
Lx = 180ー ( 70 ~+ 70

~ )

= 180- 1400
= 40
wm

( 12 )

OBC の垂直 =等分線 を
A ② 描 く

λ ⇒ この線分上 は BC から
距離が 等い 、

② LABC のニ等分線を

描 く
.
)()! 内 を描 く

③①
,
② の交点 を 中心 として



⑫
し) 箱 ひげ 国より、 B組の 第 3四分位数は 23点

m

(2) 四分位範囲 = 第 3 四分位数 - 第 1 四分位数
A組 : 21 - 13 = 8

B組 : 23 - 15 = 8

C組 : 22 - 13 = 9
よって 四分位範囲 が 最も 大きい 組 は C組 で
その 中央値 は 16 点

mm

(3 )

① 範囲 = 最大値一最 1、 値
A組 : 25 - 6 = 19
B組 : 27 - 10 = 117
C組 = 26 - 8 = 18

よって 範囲 が最 も 大 きい組 は A組 なので烏

② C組のデータをいさい順 に 並べるとと
上位データータ～

2000000000000000000

:

0
の………

。

ー
13 ～ 16 の巴 いずれか 中央値=16
第 1四分位数= 13

のデータは 13
,
14

,
15 , 16 のいずれかであるが

、

このうち 14 点 が何人 いるか 分 からない 、

よって品



③ 各組 の 上位 データを考 える
A組 上位 データ = 20人

ー
o … 0 ? o 0000000000000000

中央値 少なくとも21 点以上= 10人人
第3四分位数 =21

よって A組 は 、20点以上 の 生徒 が 10人以上 いる
。

B組

つ…o ; 00000000000000000
の

上位データ = 19人

スー
中央値 少なくとも23点以上 = 10人

第3四分位数=23
よって B組 は ~20点以上 の 生徒 が 10 人以上 いる

C組

0… 0000000000000000000 の

上位データー 19人
0: ー

中央値 ¿ 少 なくとも22点以上 = 10人

第3四分位数 =22点
よって C組 は 、 20点以上 の 生徒 が 10人以上 いる

以上 より A組
、
B組 、

C 組 のどの組 にも 20 、点以上
の 生徒が 10 人以上いるので 、忍

必 10 人 以上
mm

= 10 人 を含む



32
樹形国 は以下 の 通 り (ーは 3 の倍数 )

大 . 和 点
大

( 1. 和 点
一 2 3 ー

m

3

三 孕
ー ～

～

5 事 6
ー爿 ~ 2

6
ー長 入ー

大 . 和 点 大 c. 和 点

糸 5 ( ー 5 6
ー

m

6 6
ー

ーき 。

入

3

こ学 § 説競
6 - 9 9

大 .. 和 点 大 1 . 和 点

信
ノー 7 8

5

入浜臨 。競～



さいころの 出 る 目 は 6 × 6 = 36 通 り
m

しい 得点 が
6 点mm となるのは 9 通り

m
より 確率は

1 然36

(2 ) ㎡=℃ であるから得点 がる通 り
m

の 得点 を

求 めれば 良い 、樹形国 より

a = 3
,
511

,
12
～

い

凹

① 子 供 は 10 % 増 えた ⇒ (190 .

1 ) x = 1 . 1 x 人

大人 は 5 % 減った ⇒ ( 1 - 0 . 05 ) y = 0
. 95 Y 人

これらの合計 が 9300人なの

1 . 1 x t 0 . 954 = 9300
m～

ま

x+= 9300

② 子供の 増えた 人数⇒ 0 . 1 x 人

大減 の減った 人数 ⇒ 0
.
05 y 人

これらの 合計 が 300 人 なので

O
.
1x 0

.
05 y = 300n

～

または



‰x 一 10 Y = 30
～

(2 )

かずまさんの 考 え 方
xty = 9000 ーの

{ 1040xt 10095 y = 9300 ー②

① X 110 - ②× 100 より

110x + 110 Y = 990000
- ) 110 x t 95 y = 930000

15Y = 60000

Y = 4000

= 4000 を ① に代入 して
x t 4000 = 9000

x = 5000

x 、 Y は 2 月 の 人数だから、

のの人数: 5 ℃000℃に 5500人95 =38
あんなさんの 考 え方

x ty = 9000 ー ③

{
10x- 1005 y

= 300 ー④

④× 100 より

10 x - 5 Y = 30000 ー④
'

④「 ÷ 5 より



2 x - は = 6000ー④”

③ +④
”

より
x ty = 9000

+ ) 2x - Y = 6000

3x = 15000

x = 5000

x = 5000 を ③ に 代入 して

5000 + y = 9000
Y = 4000

xはは 2 月 の 人数だから、
3 月 の 子供 の 人数 : 5000 × 1= 5500人

3 月 の 大人 の人数 : 4000 × 0.95 =3800人

⑤
( 1 ) B は =女 ④x上 にあり x = 2だから

y = 世 × 22

= 1 : : B(2 , 1
)

(2 )

Y = 出がにおいて 、

x = ー 4のとき

y =女 × 54=出
ー…

…
」 *域し よって 左国 より

0 ≡ Y 4mmし
x の変域



(3) (2 ) より A ( - 4
, 4

) しいより B ( 2 . 1 )

直線 AB の
式を Y = axtb とおくと 、 AB を通 る

から
4 = - 4atb ーの

- ) ) = 2 atb ー②

3 = - 6a

a == 上
a = - 上 を ② に代入 てて

1 に 2 × (- 上 ) + b
: . b = 1 +

= 2 : : Y = - Ixt 2
mmw

( 4 )

直線AB と Y軸 の交点を
C とすると 、 C は直線 AB
の 切出 より
( ( 0

,
2 )

C OOAB の 面積 は
@ ‰ mwー

√ OOACTOOBC

=上 × 2 ×4 + 王 × 2 × 2
.

= 4 + 2 然 ー ①



次 にな国 のような

直角角形 を考える
AD = 3

BD = 6

千 だから 、OADB で平方の

込
4
、-、 定ーゴN9t0海

= 3√万
= 3√万

～

よって LOAB の面積 は

I × 35 moH - ②

AB

① =② より

6 = 上 × 3√5 × 0H
ー

: OH = 6 × 2 × 3
^ 1 )

二駆

波cm
um



⑯
しい 口 ABCD は正方形より LMAN = 90 よって

OAMN で 三平方 の 定理 より
MN = N22 +ー 2 =√ 4 +4

= 2王 =√8 = 2☆

口 EFGH は 正方形 より LFEH = 90 ? よって

OEFH で 平方 の 定理 より
FH=)

= N 16 +ー
= 4E =√32 =4

M
_

2≡、 N
M からFH に 乗線 を 下 ろした足 をM

'

N から FH に 垂線 を 下ろした足 をN
2 音 羹誉 とすると M

'

N ' = 2Z

ー冷、「 冷、 左右対称性 より
F - M山√ 昨必 H FM

'
= N

'

H
よって

F= 4

年五☆
(FM '+ N 'H = 4Ʃ- 2㎡ )

=望
=恐

また「 B で」方 の 定理 より
ー

=√ 4 + 16
2 = 20 = 2√5

= 2√5
m



OMFM
'
で 平方 の 定理 より

M M' =λ“N 20ュー
=8 = 3≡

= 3Ʃ

よって 口 MFHN の 面積 は

12 + 4Ʃ ) × 3王 6≡× 3Ʃ
=

2 2

6 × 3 × 2
=

2

= 1fcm

AEMF ,NH を 延長し 、淵 交点 を O とする
DOAM と OOEF において

千 AM 1IEF より 同位角が等しい
ので

\ LOAM = LOEF ー ①

COMA = LOF E - ②
① .
② より 2組 の 角 がそれぞれ

等しいので 、 OOAMSOOEF
対応 する辺 の比 は等 しいから
OA : OE = AM : E F

⇐ OA : COA +率 )

=然



よって

OA : OA + 4 = に 2

⇒ OA t 4 = 2 × 0A

. .OA =
4
mm

求める 体積 = 非角 す O - EFH ) ー (角す O - AMN )

= ま × 4 ×4 × 8 × 5 - ≠ × 2 ×2 × 4 × 1

= 一参

回

=号器

しり
OAHB と OAFE において

、

AHT に 対する 円周角 は等 しいから
X

X LABH =∠AEF - ①
'

BH に 対する 円周角 の等 しいから
@

< BAH = LBEH ー②
X HECBC より 錯角 は等 しいから

LBEH =LCBE ー③

CE に 対 する 円周角 は 等 しいから
LCBE = CEAF ー ④

②
,
.

③
. ④よ
< BAH = LEAF ー⑤



①
.
⑤ より 2組の 角 がそれぞれ等しいので 、
OAHB CSOAFE(証明終わり

(2) ①
OEHBと OBAE においてて

ー BE に 対する 円周角 は等 しいから
LEHB =∠ BAE ー ①

' X

共通 な 辺 より
0

EB = B E 一②
X

X HEIBC より錯角 が等 しいので
L HEB = LEBC ー③

BE は LABC の 二等分線 より

LEBC = LABE ー ④
③

.
④ より

LHEB = LABE ー⑤
三角形 の 内角 の 和は 180より
LEHB + LHBE+LBEH -<BAETLAEBー

1800 1800

よって

LHBE = LAEB ー⑥
① .
② . ⑥ より1 組 の 辺 とその両端 の 角 がそれぞれ

坐
しいので、 OEHB ≡ OBAE

対応 する 辺 は 等 しいので 、EH= “ EH = 7cm

GH = 3 cm より EG = EH - GH = 7 - 3 = 4emm



②
OAGF と OABC において

§ GFIBC より同位角が等 しいので

LAGF =∠ABC ー D

4
∠ AEG =∠ACB -②

① .
② より 2組 の 角 がそれぞれ

usく
5
ー

寺しいので、 OAGFSOABG
ー③

HB
「のより

国

℃

@

7 錯角が 等しいので

⑨錯角'ー AH 11 E B

ー θ

左国 より OGHA ∞ OGEB
で 、 共 に二等辺三角形、

し ℃ よって AG = GH ∴ AG = 3～
(
角 の = 等分

錯⑨ 角 GB = GE : ∴ GB = 4
m

⑨

③ より 対応 する辺 の 比 は等しいから

=GF=
⇐ 7GF = 15 . … GF = 5cm
GE = 4 cm より

= 4 ー⑮
= 界m



ODEF とODBC において
BCUEF より 錯角 が等 しいので且

ー 7 、 LDEF = LDBC ー ④
< DFE = LDCB ー⑤
④ . ⑤ より 2組 の 角 がそれぞれ

- 5
,

等しいので 、ODEFCSODBC

対応する辺 の 比 は等 しいから
DF :DCm = EF : BC

= 界 : 5

= 13 : 35
mm


